
思い出を胸に、未来に向かって

　根獅子小学校の閉校記念式典が開催され、児童、
来賓、地域の皆さん合わせて約200人が出席しまし
た。式では、児童13人がこれまでの学校での思い
出や、新しい学校で頑張りたいことなどを１人ひと
りが披露し、温かい拍手の中、子どもたちの言葉に
会場は感動に包まれました。
　今年度で143年の歴史に幕を下ろす根獅子小学校。
長年にわたり地域に愛され、多くの思い出を育んで
きた学び舎の歴史は、参加者の心に深く刻まれまし
た。
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７ 島の歴史を伝え続けて30年

　平戸市生月町博物館島の館30周年記念式典が開
催されました。
　式典では、生月勇魚捕唄保存会が生月勇魚捕唄を
披露し、島の館館長の中園成生氏からは、これまで
の島の館での活動や実績についての発表があり、
30年の歩みを振り返る機会となりました。
　また、島の館では企画展「江戸時代に栄えた日本
一の益冨組捕鯨」を開催しており、捕鯨の歴史を物
語る貴重な展示品が紹介されています。企画展は１
月12日（月・祝）まで行われます。
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　長崎県主催で「世界遺産クリーンウォーク」が開催
され、平戸市内外から38人が参加しました。
　参加者は世界遺産巡礼の道（生月・春日集落周辺）
をガイドとともに歩き、丸尾山では潜伏キリシタン
の歴史について学びました。
　その後、春日の海岸まで歩いて移動し、清掃活動
を実施。美しい自然と歴史的景観を守るため、参加
者は１つひとつ丁寧にごみを拾い集めました。
　世界遺産の価値を学びながら環境保全にも取り組
む貴重な機会となりました。

歩いて知って、拾って守る12
６

　平戸市生月町開発総合センターで、益冨組捕鯨創
業300周年記念シンポジウムが開催されました。
　当日は、益冨組について研究している中部大学教
授の末田智樹氏、同志社大学准教授の古賀康士氏、
福岡市総合図書館学芸員の鈴木文氏、平戸市生月町
博物館島の館館長の中園成生氏が登壇し、益冨組に
関する個別発表やパネルディスカッションが行わま
した。さらに、会場では鯨料理の振る舞いも行われ、
平戸の捕鯨の歴史を学び、地域の食文化を体験でき
る機会となりました。

益冨組捕鯨の歴史と文化を語る11
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　こが　　  やすしすえた　   ともき

すずき　あや

なかぞの　 しげお

　「介護の日」ポスターの表彰式と、介護の仕事魅力
伝道師の講話、映画上映会が、平戸文化センターで
開催されました。
小学生低学年の部【優秀賞】東丸紗空(田平南小２
年）・【佳作】長畑凛（平戸小２年）・松口和愛（生月小
３年）、小学生高学年の部【優秀賞】平野李圭（平戸小
５年）・【佳作】白石智識（大島小５年）・柴山桜愛（大
島小５年）、中学生の部【優秀賞】浜本南々帆（南部中
３年）・【佳作】千葉菜々美（中野中３年）・白石希空
（田平中３年）※敬称略

介護への理解を深めるために11
29

　ナイトミュージアム点灯式が平戸港交流広場で行
われ、平戸小学校・田平北小学校・津吉小学校の児
童が制作したペットボトルアートがライトアップさ
れました。さらに、よさこいの披露やタイの漬け炙
りずしの振る舞いもあり、会場は多くの人でにぎわ
いました。また、ナイトバブルショーでは、色とり
どりにライトアップされたしゃぼん玉が幻想的な光
景を演出し、訪れた人を魅了しました。
　平戸ナイトミュージアムは１月12日（月・祝）ま
で開催しています。

幻想の灯りが彩る平戸の夜11
16にぎわう光の田平公園

　県立田平公園で「光のフェスタ」の点灯式が開催さ
れました。
　巨大カブトムシや平戸大橋の光のオブジェ、など、
約16万球のイルミネーションと迫力の花火が田平
公園を美しく彩りました。ステージイベントではダ
ンスやよさこいも披露。会場に集まった子どもたち
にはサンタクロースからのプレゼントもあり、家族
連れなど多くの来場者を楽しませました。
　田平公園「光のフェスタ2025」は１月12日（月・
祝）まで開催されます。
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　西九州自動車道松浦佐々道路平戸ICで開通プレ
イベントが開催され、約5,000人が参加して開通を
祝いました。
　会場では川内かまぼこやあごを使った特産品の販
売、ダンスや太鼓のステージイベントが行われたほ
か、この日限定の「開通記念ウォーキング」も行われ、
参加者は景色を楽しみながら新しい道路を歩きまし
た。
　西九州自動車道松浦佐々道路松浦IC～平戸IC間
（延長7.5㎞）は12月14日に開通しました。

平戸へのアクセスが便利に12
７
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